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物理学Ａ （標準）（クラス指定あり）

Physics A （標準）（クラス指定あり）

2.0単位

2024年度前期 ⽊曜1限

【鳩⼭】3号館1階3140教室

講義

理⼯学部理⼯学科DP3

井上 真

⾼校で学んだ物理学のうち、特に⼒学を中⼼に理解を図る。このクラスは⾼校での⼒学を⼀通り理解している学⽣を対象とする。また、後期に開かれる理学系の「⼒学」へつながる
ので、特に理学系で物理コースを選択したい者、「⼒学」を履修予定の者には履修を薦める。

微分積分を⽤いた⼒学の再定式化により、⽅程式の”物理的”意味などを理解する。
１：物理学における測定・座標系・SI単位系・単位の変換・等式の意味。
２：速度・瞬間速度・瞬間加速度・放物運動
３：ニュートンの法則・いろいろな⼒（重⼒・垂直抗⼒・摩擦⼒)
４：簡単な運動（⾃由落下）
５：応⽤（斜⾯上の物体の運動）
６：振動（振り⼦やバネ）
７：運動エネルギーと仕事
８：ポテンシャルエネルギーとエネルギー保存則。
９：衝突（運動量保存則）
１０：回転運動（⾓運動量・トルク・モーメント）などを理解する。

微分積分学

以下のどれか⼀つにあてはまること。

・プレースメントテストでの組み分け
・理学系物理学コースへ進学する予定
・特に希望する

簡単な微分積分は使います。具体的には
x^n の積分・微分。sin, cos の微分積分。

講義⽤ノートを配布する（ BOXまたは WebClassにて）ので
授業前には印刷しておくと良い。

⼒学 三訂版 原島 鮮 裳華房 （やや難）
古典⼒学 ゴールドスタイン他 吉岡書店 （やや難）
⼒学 ランダウ・リフシッツ 東京図書 （難）
物理学の基礎 １ ハリディ他 倍⾵館（記述が多く丁寧）
⼒学 川村清 阿部⿓蔵 裳華房テキストシリーズ
⼒学ー⾼校⽣・⼤学⽣のためにー 江沢洋 ⽇本評論社
⼒学の基礎 ⻑岡洋介 東京数学社
ゼロからの⼒学 和達三樹他 岩波書店  
他 ⼒学の本なら何でも図書館などで⾒つけて⾃分に合ったモノを。なお、原島 鮮 は 理学系後期の「⼒学」の授業でも利⽤する。

期末試験で60点以上合格。 なお、別途宿題も出す。

授業全体のガイダンス。
１：物理学における測定・座標系・SI単位系・単位の変換・等式の意味。
【事前学習】（80〜120分）第1回の授業内容を復習しておくこと。
【事後学習】（80〜120分）講義内容について、充分に復習し、宿題に取り組むこと。⾃分で、何が分からないのかを纏めておくこと。

２：速度・瞬間速度・瞬間加速度・放物運動。宿題を提出予定。
【事前学習】（80〜120分）第1回の授業内容を復習しておくこと。
【事後学習】（80〜120分）講義内容について、充分に復習し、宿題に取り組むこと。⾃分で、何が分からないのかを纏めておくこと。

２：速度・瞬間速度・瞬間加速度・放物運動 の続き。宿題は授業終わりに提出すること。
【事前学習】（80〜120分）最初に、前回の宿題の回答を⾏うので、開始前までにやってくること。
【事後学習】（80〜120分）講義内容について、充分に復習し、宿題に取り組むこと。⾃分で、何が分からないのかを纏めておくこと。

第２・３回の授業内容を復習しておくこと。
前回に引き続き、２：速度・瞬間速度・瞬間加速度・放物運動について。宿題。
【事前学習】（80〜120分）講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）講義内容について、充分に復習し、宿題に取り組むこと。

３：慣性系・ニュートンの法則・いろいろな⼒（重⼒・垂直抗⼒・摩擦⼒
【事前学習】（80〜120分）授業始めに宿題の採点を⾏うので、それまでに解いておく事。講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）宿題の間違ったところを再度復習。また、新しく学んだ講義内容について、充分に復習してください。

３：慣性系・ニュートンの法則・いろいろな⼒（重⼒・垂直抗⼒・摩擦⼒）
【事前学習】（80〜120分）講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）講義内容について、充分に復習してください。

４：簡単な運動（⾃由落下）
【事前学習】（80〜120分）講義の初めに宿題の採点を⾏うので、それまでに解答しておくこと。分からない点を纏めておくこと。講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤
いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）講義内容について、充分に復習してください。

５：応⽤（斜⾯上の物体の運動）。宿題。
【事前学習】（80〜120分）講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）宿題に取り組むこと。講義内容について、充分に復習してください。
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６：振動（振り⼦やバネ）
【事前学習】（80〜120分）講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）講義内容について、充分に復習してください。

７：運動エネルギーと仕事。宿題。
【事前学習】（80〜120分）講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）宿題に取り組むこと。講義内容について、充分に復習してください。

８：ポテンシャルエネルギーとエネルギー保存則。
【事前学習】（80〜120分）宿題に取り組むこと。講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）講義内容について、充分に復習してください。

８：ポテンシャルエネルギーとエネルギー保存則。宿題。
【事前学習】（80〜120分）講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）宿題に取り組むこと。講義内容について、充分に復習してください。

９：衝突（運動量保存則）、１０：回転運動
【事前学習】（80〜120分）宿題をやっておくこと。講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）講義内容について、充分に復習してください。

１０：回転運動（⾓運動量・トルク・モーメント）

期末試験。
【事前学習】（80〜120分）総まとめなので、全範囲に亘って疑問点を纏めておくこと。講義で指⽰する範囲等について、教科書等を⽤いて充分に予習をしてください。
【事後学習】（80〜120分）分かったところ分からなかったところなど纏めておくこと。講義内容について、充分に復習してください。

授業中および授業開始前および授業終了後はその場で、随時受け付ける。

また、⽉曜：１1：1０−１３：３０⽔曜：１０：００−１３：３０居室8301にて受け付ける。
その他 時間が合えば（メールで問い合わせのこと）。

・いのうえあっとまーくめーるぴりおどでんだいぴりおどえーしぴりおどじぇーぴー
・またはろーまじもーどで以下を⼊⼒。
いのうえ＠まいｌ。でんだい。あｃ。ｊｐ
尚、名乗らない⼈のメールには返事をしません。

プレースメントテストに従う。が、後期の「⼒学」を履修予定の者には履修を薦める。
授業中・授業後 その他 質問は随時どしどし受け付ける。

RG学系JABEEプログラムの履修⽣は、アセスメント・ポートフォリオで、「学習・教育到達⽬標」を参照の上、当該授業科⽬と「学習・教育到達⽬標」との関係を「カリキュラム
マップ」で確認すること。
なお「学習・教育到達⽬標」の達成度については、「JABEEプログラム 学習の⼿引」内の「達成度の評価⽅法・評価基準」を参照して確認すること。


